
【女 性 リーダー主導による多様な組織の参画 】  
 

泊
とまり

環境保全協議会  （松山市） 
 

～地 区 概 要 ～  

私 た ち の 住 む 興
ご

居
ご

島
し ま

は 、愛 媛 県 松 山 市 か ら

約 2ｋ ｍ 離 れ た 瀬 戸 内 海 に 位 置 し 、風 光 明 媚

な 場 所 も 数 多 く あ り 、瀬 戸 の 島 々 を 一 望 で き 、

そ こ に 沈 ん で い く 夕 日 は 、最 高 の ロ ケ ー シ ョ

ン で す 。  

 ま た 、 一 年 間 を 通 し て 気 候 は 温 暖 で 、 温  

州 み か ん ・ イ ヨ カ ン 等 の 柑 橘 栽 培 が 盛 ん  

で す 。  

 「 泊 環 境 保 全 協 議 会 」は 、地 元 婦 人 会 を 中

心 に 、自 治 会・J A 生 産 部 会・青 年 部 等 を 構 成

員 と し て 結 成 し た 組 織 で す 。  

 活 動 範 囲 は 、66 ha、水 路 2 .5ｋ ｍ 、農 道 5

ｋ ｍ 、 た め 池 7 箇 所 で す 。  
 

～主 な取 組 ～  

◎ 定 期 的 に 農 業 者・自 治 会・婦 人 会 等 が 、 農

道 の 草 刈 り 、水 路 の 泥 上 げ 等 を 実 施 し て い

ま す 。  

平 成 3 0 年 の 西 日 本 豪 雨 災 害 で は 、土 木 業

者 が 立 ち 入 れ な い 農 道・水 路 の 土 砂 撤 去 を

農 業 者・地 域 住 人 が 参 加 し て 行 い 、早 期 復

旧 に 尽 力 し ま し た 。  

◎ 女 性 参 加 拡 大 、子 供・都 市 住 人 の 交 流 を 目

的 に 、「 恋 人 峠 」「 島 の 学 校 」を 整 備 し 、遊

休 農 地 に ガ ザ ニ ア・チ ュ ー リ ッ プ・桜 の 木

の 景 観 植 物 の 植 栽 を 行 っ て い ま す 。  

毎 年 1 1 月 3 日 に は 、ご ご 島 里 山 作 り グ ル

ー プ が 企 画 し 交 流 会 を 行 っ て お り 、多 く の

都 市 住 人 が 来 島 し 、地 元 の 子 供 た ち と の ウ

ォ ー キ ン グ や 、 景 観 植 物 の 植 栽 を 通 し て 、

交 流 を 図 り 、婦 人 会 が 作 っ た お 弁 当 に 舌 鼓

を 打 ち な が ら 1 日 を 過 ご し ま す 。  

◎ 令 和 3 年 に 入 り 、愛 媛 大 学 社 会 共 創 学 部 の

学 生 を 中 心 に 構 成 さ れ た 、「 し ま い る 」と い

う グ ル ー プ に も 新 た に 活 動 に 参 画 し て も

ら い 、今 後 の 島 の 活 性 化 に 向 け て 連 携 を 図

っ て い き ま す 。  

 

【 泊 環 境 保 全 協 議 会  代 表  山 内  カ ネ 子 】  

 

恋 人 峠 清 掃 活 動  

 
防 護 柵 設 置 活 動  

写 真  

景 観 形 成 活 動 （ 植 栽 ）  

 

 

土 砂 撤 去 作 業  


